
６月１０日から６月１６日までの７日間に、春期定期点検を行いました。
この３月で高濃度ＰＣＢ廃棄物処理事業が完了したことから、今後の解体撤去でも稼働する
設備を中心に、点検整備を行いました。

●災害防止協議会の開催
定期点検に先立ち、５月２９日に点検業者を交えて災
害防止協議会を開催しました。
解体撤去工事が本格化する中での点検作業であり、
新たな作業や経験の少ない作業が増えるため、作業
のルールや安全対策等を徹底して確認し、労働災害
やトラブル等の防止を確認しました。

●安全パトロールの実施
定期点検中は通常では行わない作業が発生し、
漏洩事故や労働災害のリスクが高まりますので、
ＪＥＳＣＯ、運転会社と点検業者の３者で安全パト
ロールを行いました。
危険な作業はその場で作業を中止させ、安全な作
業に誘導します。また、優良な作業はすぐさま掲示
板で紹介して、安全作業の共有化を図っています。

●春期定期点検の実施について
（１）冷却塔の点検・清掃
蒸留設備の冷却や空調機の冷気などで使用する冷却塔は、プ
ラント設備の解体撤去まで稼働する設備で、春と秋の定期点検
で点検整備と清掃を実施しています。
ファンやポンプ等に異常がないことを細部まで点検し、安定的
に稼働するよう整備しました。

（２）真空超音波洗浄設備の点検整備
真空超音波洗浄設備は、施設内の高濃度ＰＣＢが
付着した金属などの非含浸部材を洗浄して、ＰＣＢを
無害化する重要な設備です。
高濃度ＰＣＢを扱っていた設備の解体撤去を終える
まで、安定的に稼働するよう点検整備しました。
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１．安全確実な解体撤去を目指し春期定期点検を実施

（真空超音波洗浄設備の点検作業）

（冷却塔内の清掃作業）
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【豊田ＰＣＢ処理事業ＨＰ】　https://www.jesconet.co.jp/facility/toyota/index.html

中間貯蔵・
アザラシのぴーちゃんデジ丸

２．令和６年度の安全セミナーについて
当事業所では、平成２２年度の漏洩事故を反省し、
安全操業実現のために『豊田事業所再生計画』
を平成２３年２月に取りまとめました。この中で、Ｊ
ＥＳＣＯと運転会社の全社員の安全意識を向上
させるため、安全セミナーを毎月開催することに
しました。
今年度も毎月開催し、全員が参加するように１つ
のセミナーを２日間、１日に２回延べで４回実施し
ています。

■令和６年度安全セミナー実施計画
今年度は解体撤去工事が本格化するため、工事業者の安全作業の確保を含めて、ヒュー
マンエラーの防止に重点を置いて安全セミナーを開催する計画です。
具体的には、全ての作業で確実に安全を確保するため、全員に防災設備の取り扱いや施
設の安全管理の考え方を周知します。加えて、様々な場面で問題となるコンプライアンスや
ハラスメントについても、新たなテーマとして取り上げています。
また、セミナーの講師はＪＥＳＣＯの社員だけでなく、運転会社の社員や外部講師を招くなど
安全セミナーが単調にならないような工夫をしています。

３．豊田ＰＣＢ処理事業所の施設見学について
平成１７年９月の操業開始から、ＰＣＢ廃棄物処理事業が完了した令和５年度末までの見学
者数を取りまとめました。令和２年度以降は、コロナ禍の影響や処理事業の終盤を迎え見
学者数が大きく減少しましたが、１９年間で６，７００名の皆様に見学していただきました。
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